
 

 

 

２０１５年７月２３日、チリキ県ダビ市において、「ダビ市メダヤ・ミラグロサの家整備計

画」の引渡式が行われ、礒部大使をはじめ、バルデス・ダビ市長代理、ディアス社会開

発省チリキ局長、及びレイス・メダヤ・ミラグロサの家運営団体代表他、関係者が式典に

出席しました。 

 

「メダヤ・ミラグロサの家」は、１９５７年より運営している女性児童専用の養護施設で、

そこでは孤児、家庭内暴力等の不遇を経験した子供たちが保護され、生活の場を提供

するだけではなく、子供たちの社会進出を目指した支援活動も実施されています。 

  

 日本政府は、同施設で生活する女子児童の生活の質の向上を目指し、老朽化の進ん

でいたベッド、洋服タンス、調理機材及び洗濯機等の整備を支援しました。 

 

今回の供与が、同施設で生活する児童の明るい未来に貢献できることを期待します。 

 

【供与額：８７，８９５ドル】 

 

 

  
子供たちとの集合写真 感謝状プレートの授与 

  
施設内の視察状況 供与されたベッド 

平成２５年度 草の根・人間の安全保障無償資金協力

「ダビ市メダヤ・ミラグロサの家整備計画」 

引渡式 
 


